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空中撮影空中撮影 当社ではJUIDA認定の操縦士が安全に
運航し、ご希望イメージに沿った、ご納得
いただける撮影を行ないます。
広告用動画・写真に留まらず、ドローンを活用した上空
からの景観・鳥瞰撮影には無限の可能性があります。

・ 空からの写真や動画を撮ってほしい！
・ 会社のPRを作りたい！
・ 観光スポットを空撮してほしい！
・ 太陽光パネルの様子を知りたい
・ 豊かな自然風景の写真を撮りたい
・ ゴルフ場のPR動画を作りたい！
・ 屋根の様子を知りたい
・ ドローンの練習サポートしてほしい！
・ ドローンイベントを開催したい！
・ ドローンを体験したい！

ドローンを使ってこんなことをしたい ！ を叶えます

【活用事例】
・ 企業のビル・工場の施設・プラント空撮
・ ゴルフ場やアトラクションなどの大規模施設の鳥瞰撮影
・ 観光案内PR(国立・国定公園・歴史的建造物・寺院・仏閣・観光施設・商業施設)
・ 大学・学校施設の鳥瞰撮影・学校記念行事の際の人文字撮影
・ 店舗・住宅・マンションの眺望をイメージした販促用写真
・ 河川の洪水・氾濫や土砂崩れ・がけ崩れ等、災害現場での状況確認や捜索の為の情報収集
・ 建設・土木現場の建設記録・鳥瞰撮影
・ 遺跡発掘調査の鳥瞰写真
・ 各種イベント撮影(大型イベントのオープニング時の俯瞰、道路の開通式・ジャンクション等道路施設の鳥瞰写真

太陽光発電の点検 企業ビルの撮影 スポーツ大会の実況 風力発電所の点検



すぐにドローンが飛ばせます

当社は 国土交通省全国包括申請済み！
国土交通省が発行するガイドラインに則り、飛
行禁止エリアでの飛行や夜間飛行を可能にしま
す。

航空法で飛行が禁止された空域にてドローンを飛行させるには、国土
交通省への許可申請を行う必要があります。
例えば、以下のような空域や状況においてドローンの飛行が禁止され
ています。

【飛行禁止場所】
・空港などの周辺の上空
・150m以上の高さの空域
・人口集中地区の上空
 【禁止される飛行方法】
・飲酒時の飛行
・日没後の飛行
・目視範囲外での飛行
・危険物の輸送、物体の投下
・催し場所の上空での飛行
・人、物から30m以上の距離を確保できない飛行

当社の包括申請は、一定期間内に反復してドローンを飛行させる場合
に、許可申請を1度にまとめて行える仕組みです。
条件を満たしていれば、繰り返し行うフライトの許可申請を1回にまと
めることができるため、業務の省略化ができます。

経験豊富な操縦士と安全運行管理者（
操縦も可）の2名でお伺いします

1 2

3 4

撮影状況にあわせベストなドローンを
選定・使用します

安全に運航するための事前説明、事前
確認
クライアント様へ独自マニュアルを用い
てしっかりとした説明、打ち合わせを行
い、ドローンについての理解をしていた
だきます。また、ロケハン等も行います。

面倒な飛行許可・承認申請を代行しま
す



撮影フロー

無線環境の調査
無線LANの干渉・障害の状況確認をします。 無
線障害を防止しドローンの運行安全性を高め
ます。

地上からは見ることのできない、ダイナミックなロケーションや
アングルの画像を提供いたします。

集合写真・記念撮影
観光・企業・施設PR
会社案内パンフレット・ホームページの写真

CM・映画の素材
報道用素材
建築前マンションの 眺望撮影・施工記録等

【利用目的】

風速計による調査
風速計を使い、撮影場所の風の向きや強さな
どの調査をします。

撮影準備
タブレットに上空の映像がダイレクトに飛んで
きますので、依頼主様にアングルを確認しても
らいながら、希望のアングルを撮影する事が可
能です。

撮影開始
実際にドローンを飛ばし、撮影します

【無線環境チェッカー】
RF SCOPE ARN-7010

【風速計】 THERMO 
ANEMOMETER CUSTOM

撮影時調査に使用する機器
空撮できないエリア・場所の条件・
天候の条件などありますので事前に
お問い合わせ下さい。



ドローンビジネス活用事例

今後ますます広がりを見せる、ドローン市場ドローンビジネスのこれからと、
ドローンを活かせる業界についてお答えします。

ドローンが必須になる時代が目の前に
これからのドローン市場

『小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会』が2017
年に作成、発表をしていたドローン普及のためのロードマッ
プが、 2020年に新たに2022年以降の具体的なビジョンを盛
り込んでアップデートされました。

この資料から、これまでドローン産業のための法整備を中心
に、様々な検証が行われていたことが読み取れます。 このロ
ードマップでは、ドローンの普及の段階をレベル1～4で定義
しています。

レベル１・・・目視内での操縦飛行
レベル２・・・目視内飛行（操縦なし）
レベル３・・・無人地帯での目視外飛行（補助者の配置なし）
レベル４・・・有人地帯（第三者上空）での目視外飛行（補助者
の設置なし）

そして2022年についに、最終段階のレベル４のステージに移
行していく見込みとなっております。

また、このステージの実現のため、日本政府は、ドローン（小
型無人飛行機）の操縦免許制度と機体の認証制度の創設を
盛り込んだ航空法改正案を2021年3月に国会に提出しまし
た。 国会での成立がなされれば成立後1年半以内に施行予
定とのことです。

2025年度には6000億円規模に拡大
2019年度に1409億円（前年度比51％増）の日本国内ドローンビジネスの市場規模は、 翌年2020年度に1932億円（前年
度比37％増）、2025年度には6427億円（2019年度の約4.6倍）に達すると見込まれています。
潜在的な市場は、国内のみで年間1兆円以上とも言われており、今後はより急速に成長していく市場です。
市場が拡大するということは、事故のリスクも高まることも想定されます。 それゆえに、一人ひとりがドローン活用に対し
安全マナーやモラルを考える必要がありますし、事故を起こした場合の厳罰化も予想されます。
これから広がるドローン前提社会に備え、ドローン操作については指導やライセンス受講を受けることおすすめします。



ドローンが活躍できる業界

様々な分野で活用が広がるドローン市場。2020年までに国内で14万人ものドローン操縦士が必要だ
と言われていましたが、その半分にも満たない人材が足りていない状況にあります。

これからどのような分野でドローン操縦者のニーズがあるのでしょうか。

空　撮
現在ドローンがビジネスに活用されている事例
が最も多いのが映像・エンタメ業界です。 従来
、空撮映像はヘリコプターで高い費用をかけて
撮影されてきましたが、 ドローンの登場によっ
て大幅なコストダウン、また、小回りの利くハイ
クオリティな空撮映像の撮影が出来るようにな
りました。
今までになかった空からの俯瞰の目線の映像
はインパクトがあり、映像分野に革命を起こしま
した。
最近では皆さんにとっても当たり前のように映
画やテレビ、観光PR映像など、様々なジャンル
でドローンによる映像を楽しむこと出来るよう
になり、 近年ではイベント、花火大会、スポーツ
の試合、ウェディング関連の空撮など、続々と分
野が拡大しています。

インフラ・建設現場
 2016年度～2020年度で最も普及が進んだの
は、インフラや建設現場での点検の分野です。

この分野は、危険を伴う作業が多いため、現場
の人員を危険にさらすことなく、点検やメンテ
ナンスを行うことができるドローン導入の有用
性が認められています。

頻繁に現場の進捗状況やデータを収集する必
要のある測量・建築・土木系は、労働力不足や
人件費の高騰が深刻な分野の一つでもあるた
め、コストダウンのために ドローンを活用した
いという需要が高まってきていると考えられま
す。

セキュリティ
ドローンは近年、防犯監視分野でも注目をされ
ており、警備員を代替するような働きが期待さ
れています。

警備業界も人手不足が問題となっており、ドロ
ーンによる警備が可能な領域が少しでも多く誕
生し、 警備員の長時間労働を是正することが
求められ、巡回にかかる時間を短縮化するとい
う面でもドローン導入のメリットが着目されて
います。

農　業
農薬散布、土壌調査、発育状況監視などにドロ
ーンが活用される機会が増えており、 サービス
市場における分野別市場規模をみると、元々農
業分野が多分野より群を抜いて高い普及率を
記録しています。
農地の多いエリアでは規制の縛りが少なく、ド
ローンを導入しやすいことが理由と考えられま
す。
小型ヘリでの農薬散布より、はるかにコストが
下がり、人出不足の各農家にとっては非常に有
用性が高いため、今後も農業市場におけるドロ
ーンの普及は成長していくことが見込まれてい
ます。

物　流
ドローン市場のトップ産業は現在、農業と建設
業がエネルギーに続いていますが、 運輸部門
の成長により、2025年までには市場内で2番目
に大きな産業になると予想されています。

物流分野は労働力不足が特に深刻で、山間部
などで実証実験などは既に全国で実施されて
おり、 そう遠くない未来で、ドローンが宅配を
担うことになっていきます。

皆さんご存知のAMAZONも2020年に、米連邦
航空局（FAA）からドローン（小型無人機）を使
った配送サービス「プライムエアー」 の商用化
に必要な認可を取得しており、『空の物流革命』
が現実のものになろうとしています。



各産業の成長にドローンが大きく寄与する時代へ

マンパワー不足によって前に進まなかった課題も、ドローンによるコストダウンや効率アップにより、 生まれた時
間と人員によって新しいビジネスやサービスが誕生する可能性もあります。

現在では、ドローンを活用出来ている産業は、法規制に左右されない、需要が見えやすい分野であったが、 規制
緩和や法制度の改正で、様々な業界でドローン活用が検討されていく時代となってきます。

多くの課題がまだ残っていますが、着実に世界がドローンが普及する世の中へ一歩ずつ前進していますので、 
その時にドローンについて少しでも知識や操作スキルを持っておくことは大きな強みになることでしょう。

ドローンの分野はまだ始まったばかりです。 
大きな可能性に繋がる自己投資を始めてみませんか？



ベーシックプラン スタンダードプラン カスタマイズプラン

概　要
写真撮影のみ・動画編集無し

のプランです。

写真撮影・動画撮影をお値打ち価格

で。一番人気のプランです。

撮影場所・内容などにより都度お見積

もりが必要なプラン。

○ ○ –

目安5カット前後撮影可能 目安 30カット前後撮影可能 別途打合せ
現地3枚選んで頂き3枚納品 全てのデータを納品

○ –

全てのデータを納品 別途打合せ

△ –

(別途￥40,000) 別途打合せ

飛行撮影時間 約15分間 約45分間 別途打合せ

現地拘束時間 1時間以内 2時間以内 別途打合せ

1ヵ所

(敷地内は移動対応可能)

TEL・メール相談・

打合せ ○ ○ ○
当日訪問打合せ・

ロケハン ○ ○ ○
△

(別途ベーシックプラン申込必要)

使用機種 DJI PHANTOM  4 PRO DJI PHANTOM  4 PRO 撮影内容によりご提案

撮影クルー 1名 (車両1台 普通自動車) 1名 (車両1台 普通自動車) 内容により決定

○ –

(最大1日間仮押さえOK) (内容により決定)

国交省許可

[人口集中地区飛行

許可]

プラン内込み プラン内込み 内容により決定

（一部エリア別途) （一部エリア別途) （一部エリア別途)

料金(税込) \ 66,000 \ 132,000 内容により御見積

許可申請による 許可申請による 許可申請による

交通費・移動費

打合せにより決定

別日訪問打合せ・

ロケハン
✕ 内容による

雨天予備日設定 ✕

写真撮影

動画撮影 ✕

動画簡易編集 ✕

撮影場所 1ヵ所

※上記撮影料金は目安となります。ご依頼内容により金額が変わることをご了承下さい。

※オプション料金

スタンダードプランのお客様

1分間程度のカット編集/BGMあり/ナレーショ
ン無し/修正1回まで
※主にメイン施設（被写体）が1つをじっくり
見せるような映像に最適
2-3分間程度のカット編集/BGMあり/ナレー
ション無し/修正1回まで
※主に複数の施設をテロップなどで紹介するよ
うなイメージ映像に最適

写真補正/画像加工 電線を削除したり明るさを調整するなど写真画
像加工をして後日納品。1点につき。

\5,000

エリア交通費加算(静岡県圏内) 静岡県駿東郡清水町より総移動距離片道100km

以上の撮影場所のみ。
\15,000

エリア交通費加算(静岡県圏外) 交通費実費※自動車移動 + 諸経費 別途お見積

空港許可申請書手続き代行 空港周辺の撮影の場合は空港事務所へ許可申請
手続を行う場合があります

\35,000

警備/補助員手配/各種手続き 私有地以外でのフライトの場合、補助員手配や
各種申請手続が必要となるケースがあります

＋ ￥30,000～

別日での訪問打合せ・デモ飛行を行う場合は
ベーシックプランお申込みが必須 \35,000

動画簡易編集 \50,000

動画簡易編集 \120,000

(スタンダードプランのお客様）
事前訪問打合せ/デモ飛行 当日の天候(風雨)・機材トラブルなどお客様

都合で無い日程変更・延期
￥0（日程調整後再撮
影）

当日当店パイロット判断で安全上撮影を中止
する場合

\0

お客様都合による撮影予定2週間前までの
キャンセル

\0

お客様都合による撮影予定7日-14日前まで
のキャンセル

お見積金額の30%

お客様都合による撮影予定2日-6日前までの
キャンセル

お見積金額の50%

お客様都合による撮影予定当日のキャンセル 全額ご負担

日程変更・延期が行えない撮影で当日の悪天
候（風雨）による撮影中止

お見積金額の50%

※キャンセル料金

〒411-0918静岡県駿東郡清水町湯川114-4 2F
TEL: 055-955-8117 FAX: 055-955-8110
Mail: info@drone-mugen.com
HP: https://drone-mugen.com

DRONE RESEARCH MUGEN

空中ドローン料金表




